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高額療養費が支給されます 2面 
市営住宅の入居者募集　　　2・3面 
記念に植樹をしませんか 4面 
アスベスト健康診断行う 4面 
広報紙に広告掲載を 4面 
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こ
の
計
画
は
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
、
家
庭
や
近
所
づ

き
あ
い
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
子
育
て
・
介
護
・
日
常

の
見
守
り
・
災
害
時
の
安
否

確
認
な
ど
、
み
な
さ
ん
が
抱

え
る
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
や
悩
み
に
地
域
全
体
で

き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め

に
策
定
し
て
い
る
も
の
で

す
。計

画
案
の
概
要
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
み
な
さ
ん
の

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
＝
２
月
１５
日
�

〜
３
月
３
日
�

提
出
方
法
＝
任
意
の
様
式

で
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子

メ
ー
ル
・
持
参
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

資
料
の
閲
覧
方
法
＝
社
会

福
祉
課
・
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー
・
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
・
三
山
木
福
祉
会
館
ま

た
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp/

）
で
閲
覧

提
出
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
７
１
、
�
６３
・
５
７

７
７
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fukushi@
kyotanabe.

jp

）平
成
１７
年
分
の
所
得
税
確

定
申
告
と
平
成
１８
年
度
の

市
・
府
民
税
申
告
は
、
２
月

１６
日
�
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ご
自
分
で
１
年
間
の
所
得
金

額
と
そ
の
税
額
を
正
し
く
計

算
し
て
、
早
め
に
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

申
告
受
付
期
間
＝
２
月
１６

日
�
〜
３
月
１５
日
�
（
た
だ

し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
告
受
付
時
間
＝
午
前
９

時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
５

時
申
告
受
付
場
所
＝
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

市
役
所
で
受
付
で
き
る

人
＝
▼
給
与
所
得
者
で
中
途

退
職
し
た
人
▼
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
で
年
末
調
整
の
済

ん
で
い
な
い
人
▼
住
宅
借
入

申
告
書
作
成
ご
自
分
で

宇
治
税
務
署
は
、
納
税
者

が
自
分
で
確
定
申
告
書
を
作

成
す
る
「
自
書
申
告
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

申
告
期
間
中
は
、
申
告
者

の
増
加
に
よ
り
会
場
が
大
変

混
雑
し
待
ち
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

申
告
を
早
く
済
ま
せ
る
た

め
に
、
申
告
書
の
作
成
は

「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や

「
前
年
分
の
申
告
書
の
控
」、

「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.j

p

）
の
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
な
ど
を
利
用
し
て
、

で
き
る
だ
け
自
分
で
正
し
く

作
成
し
、
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
、
郵
送
ま
た
は

税
務
署
に
備
え
付
け
の
時
間

外
文
書
収
受
箱
に
投
函
す
る

こ
と
で
提
出
で
き
ま
す
。

提
出
先
＝
宇
治
税
務
署

（
〒
６
１
１
・
８
５
８
８
宇

治
市
大
久
保
町
井
の
尻
６０
・

３
、
�
４４
・
４
１
４
１
）

確
定
申
告
の
受
付

１６
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

鬼鬼鬼鬼はははは～～～～外外外外！！！！

節
分
ふ
れ
あ
い
デ
ー

市
が
策
定
を
進
め
て
い
た
「
地
域
福
祉
計
画
」
の

計
画
案
が
こ
の
た
び
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
同
案
に
対

す
る
み
な
さ
ん
の
意
見
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

金
等
特
別
控
除
以
外
の
控
除

を
受
け
る
人
▼
公
的
年
金
の

み
の
人
▼
給
与
と
年
金
両
方

の
所
得
の
あ
る
人
▼
給
与
を

２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

る
人た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
人
で

地
域
福
祉
計
画
案
ま
と
ま
る

　市民が生涯各期で抱えている様々な悩みや問題に対応できるサービ
スをみんなで創り育てるとともに、必要なサービスを利用しやすい情
報提供や相談体制づくりを進めます。�
　支援を必要としながらサービスの利用に結びついていない人を支援
するための体制づくりを進めるとともに、虐待や人権侵害などが起き
ないように、人権擁護体制づくりを進めます。�
　ひとり親世帯や障害のある人、高齢者などが経済的にも自立した生
活が送れるような環境づくりを進めます。�

　地域福祉の主役である市民一人ひとりが、人権意識や福祉意識を高
めるとともに、地域の課題を共有できるような取り組みを進めます。�
　市民がその意欲や技術・知識・経験を生かして、積極的に地域福祉
の活動に参画できるように、利用しやすい活動の場や情報の提供等環
境整備を進めます。�
　市民の主体的な様々な活動と市が相互に連携し、地域の実情や課題
に応じた支援体制が組めるように、ネットワークの構築を進めます。�

　すべての人が犯罪や事故、災害の不安がなく、安全・安心な生活が
送れるように、地域と市との協働による防犯や交通安全活動、防災体
制づくりを進めます。�
　道路や公園等の公共施設の整備を進めます。�

③地域でだれもが安全・安心な生活を送れるようにしよう�

②地域でだれもが自立した生活を送れるようにしよう�

①市民がともに地域福祉活動を進めよう　�

＝計画案の概要＝�
【計画期間】　平成18年～22年度�
【基本理念】「お互いさんの心で築く�
　　　　　　　　人にやさしいまち　京田辺」�
　誰もが住み慣れた地域で自立した生活を送り、互いに助けあい、

支えあう共生社会の実現をめざします。�

【基本目標】�

③地域でだれもが安全・安心な生活を送れるようにしよう�

②地域でだれもが自立した生活を送れるようにしよう�

①市民がともに地域福祉活動を進めよう　�

も
市
役
所
で
は
判
断
で
き
な

い
事
由
が
あ
る
場
合
は
税
務

署
で
の
申
告
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
役
所
で
は
、
▼
青
色
申

告
▼
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

「鬼は～外！」。鬼を目がけて力一杯、豆
を投げつける園児たち。2月1日に田辺幼稚
園で「節分ふれあいデー」が行われました。
保護者7人が、自ら作ったお面やこん棒を
手に鬼の姿で現れると、子どもたちからは
「ワァー！キャー！」と大きな喚声が。子ど
もたちは見事に鬼を退治し、観念した鬼た
ちと一緒にダンスを踊った後は、いわしと
豆を食べて楽しみました。
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1
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1
1
1
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【
出
張
申
告
相
談
（
譲
渡

所
得
は
除
く
）】

日
時
＝
２
月
２７
日
�
・
２８

日
�
午
前
１０
時
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
３
時
。
受
付
は
午

後
３
時
ま
で
で
す
が
、
混
雑

状
況
に
よ
り
早
ま
る
こ
と
も

除
の
申
告
▼
不
動
産
所
得
・

事
業
（
営
業
等
）
所
得
の
あ

る
申
告
▼
過
年
分
（
平
成
１６

年
分
以
前
）
の
申
告
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
譲
渡
所
得
（
土
地

建
物
、株
式
等
の
売
却
な
ど
）

の
あ
る
人
は
出
張
申
告
相
談

で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
直
接
税
務
署
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
７
）

あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル

譲
渡
所
得
の
あ
る
人
は
、

直
接
税
務
署
で
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

【
税
務
署
閉
庁
日
相
談

（
確
定
申
告
全
般
）】

日
時
＝
２
月
１９
日
�
・
２６

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
＝
宇
治
税
務
署

【
問
合
せ
先
】

宇
治
税
務
署
（
�
４４
・
４

１
４
１
）

出
張
申
告
相
談

閉
庁
日
相
談

宇
治
税
務
署
は
、
平
成
１７

年
分
の
確
定
申
告
の
出
張
申

告
相
談
と
閉
庁
日
相
談
を
行

い
ま
す
。
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０

１
３
２
０
）
へ
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

＜ 2  ＞

なやみごと（人権・行政）相談�なやみごと（人権・行政）相談�
時と場所�

毎月 第２水曜日（市役所会議室または�
　　　　　　　　  中央公民館会議室）�
 　第４水曜日（北部住民センター�

   　　　　　　　　または三山木福祉会館）�
いずれも午後１時３０分～４時�

祝日はありません�

？�
？�

？
�

費用は無料で、秘密は固く守ります。�
お気軽にご利用ください。�
問合せ先＝人権啓発課（�62-4343）�

団　地　名� 家　　　賃�募集�
戸数�

建設年度�
部屋タイプ�

大 住 団 地 �
①19 ,300円～31 ,900円�
②19 ,300円～42 ,300円�

1
昭和60年度�
3ＬＤＫ�

一休ケ丘団地第2期�
①31,400円～52 ,000円�
②31 ,400円～68 ,900円�

1
平成12年度�
3ＬＤＫ�

南　山　団　地�
①16,400円～27 ,200円�
②16 ,400円～36 ,100円�

1
昭和47年度�
3ＤＫ�

②11,900円～21 ,900円�
①11 ,900円～19 ,800円�

2
昭和48年度�
2ＤＫ�

西　羅　団　地�

②19,200円～42 ,200円�
①19 ,200円～31 ,800円�

1
昭和48年度�
3ＤＫ�

三 山 木 団 地 �

①27,900円～46 ,100円�
②27 ,900円～61 ,200円�

1
平成17年度�
2ＬＤＫ�

②32,300円～71 ,000円�
①32 ,300円～53 ,500円�

2
平成17年度�
3ＬＤＫ�

谷 垣 内 団 地 �
②25,100円～55 ,100円�
①25 ,100円～41 ,500円�

1
平成5年度�
3ＬＤＫ�

入居募集する市営団地�

・住戸申し込みは、1団地のうちの1住戸のみを限度とし、他の団地・住
戸との併用はできません。�
・家賃は収入によって変わります。家賃の②は裁量階層（障害者世帯・
高齢世帯など）です。くわしくは、募集案内書をご覧ください。�

市
は
、
市
営
住
宅
の
入
居

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

団
地
名
・
募
集
戸
数
・
家

賃
な
ど
＝
左
表
の
と
お
り

入
居
時
期
＝
４
月
上
旬

応
募
資
格
＝
▼
次
の
①
〜

④
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
▼
次
の
①
〜
③
の
要
件
を

満
た
す
５０
歳
以
上
の
単
身
者

①
市
内
に
在
住
し
、
現
在

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
人

②
市
内
に
在
住
す
る
連
帯

保
証
人
が
２
人
い
る
こ
と

③
基
準
収
入
額
に
該
当
す

る
人④

同
居
す
る
親
族
か
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約

者
を
含
み
ま
す
）
が
い
る
こ

と
申
込
方
法
＝
施
設
用
地
課

に
備
え
付
け
の
入
居
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
受

付
会
場
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い募

集
案
内
書
交
付
期
間
＝

２
月
１５
日
�
〜
３
月
２
日
�

募
集
案
内
書
交
付
場
所
＝

施
設
用
地
課

入
居
申
込
書
受
付
期
間
＝

２
月
２８
日
�
〜
３
月
２
日
�

入
居
申
込
書
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
正
午
と
午
後
１

時
〜
５
時

入
居
申
込
受
付
会
場
＝
市

役
所
３
０
５
会
議
室

　・診療日の暦月（月の1日から末日まで）ごとに計算します。�
　・1つの医療機関ごとにそれぞれ別々に計算します。�
　・1つの医療機関でも診療科ごとに計算し、通院と入院は別々に計算します。�
　・入院時の食事代や保険がきかない差額ベッド料などは対象外です。�

　・診療日の暦月（月の1日から末日まで）ごとに計算します。�
　・外来は個人ごとにまとめ、入院を含む自己負担額は世帯内の70歳以上の�
　　人（老人保健で医療を受ける人は除く）で合計して計算します。�
　・病院、診療所、診療科の区別なく合計して計算します。�
　・入院時の食事代や保険がきかない差額ベッド料などは対象外です。�

70歳未満の人�

70歳以上の人�（老人保健で医療を受ける人は除く）�

区分�

一般�
上位所得者�

限度額�

139,800円+(医療費-466,000円)×1％�
72,300円+(医療費-241,000円)×1％�

非課税世帯�

40,200円�

多数該当�

77,700円�
24,600円�35,400円�

区分�

一般�
一定以上�
所得者�

外来（個人単位）�

40,200円�

12,000円�

低所得Ⅱ�
8,000円�

※上位所得者とは、国民健康保険税の算定基礎となる基礎控除後の総所得額が�
　670万円を超える世帯のことです。�
※過去12か月間に、一つの世帯で高額医療費の支給が4回以上あった場合、�
　多数該当を超えた額が支給されます。�
※1つの世帯内で、1か月に21,000円以上の自己負担額を2回以上支払った時、�
　それらを合計して限度額を超えた分が支給されます。�

※一定以上所得者とは、1つの世帯に一定の所得（課税所得が145万円）以上の�
　70歳以上の人または老人保健で医療を受ける人がいる人のことです。ただし、�
　70歳以上の人・老人保健で医療を受ける人の収入合計が、2人以上の時は621�
　万円未満、1人の時は484万円未満の時は、申請で「一般」の区分になります。�
※低所得Ⅱとは、1つの世帯の世帯主と国保の被保険者が住民税非課税の人です。�
※低所得Ⅰとは、1つの世帯の世帯主と国保の被保険者が住民税非課税で、その�
　世帯の各所得が必要経費・控除を差し引いた時に0円となる人です。�

15,000円�

住

民

税

�

非
課
税
世
帯� 低所得Ⅰ�

24,600円�

72,300円+（医療費-361,500円）×1％�
（多数該当…40,200円）�

40,200円�
外来+入院（世帯単位）�

70歳未満の人と70歳以上の人が同じ世帯の場合は、自己負担額が合算�
できる場合があります。くわしくは、国保年金課にお問い合わせください。�

助成の対象者と福祉用具�
上下肢機能障害�下肢機能障害�福祉用具名�

1級または2級�車いす�
車いす付属品�

歩行器�

体幹機能障害�

歩行補助杖�

1級から3級まで�

1級から5級まで�

1級から6級まで�

申
請
対
象
＝
平
成
１７
年
７

月
か
ら
１２
月
ま
で
の
福
祉
用

具
貸
与
の
自
己
負
担

助
成
の
対
象
者
と
福
祉
用

具
＝
下
表
の
と
お
り

申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝

▼
介
護
保
険
自
己
負
担
額
の

領
収
書
▼
介
護
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し
▼
印
鑑
▼
金
融

機
関
な
ど
の
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の

申
請
期
間
＝
２
月
１５
日
�

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

募　集� 子育て�
交　流�

なかよし�
クラブ�

社会福祉�
協 議 会�講　座�

�
イベント�

イベント�
講　座�
� お知らせ� お知らせ�

講　座�講　座�

そ
の
他
＝
申
し
込
み
は
１

世
帯
に
つ
き
１
戸
で
す

く
わ
し
く
は
、
施
設
用
地

課
（
�
６４
・
１
３
４
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
セ
ミ
ナ
ー

市
は
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー

「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
〜
健
康
な
未
来
の

た
め
に
〜
」
を
開
き
ま
す
。

若
さ
を
保
つ
秘
訣
や
ダ
イ
エ

ッ
ト
の
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
ま
せ
ん
か
。

【
健
康
的
な
体
・
若
さ
を

保
つ
た
め
の
運
動
と
体
操
】

日
時
＝
２
月
２３
日
�
午
後

１
時
〜
４
時

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

持
ち
物
＝
上
履
き
・
タ
オ

ル
・
お
茶

【
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
い
い

食
事
・
楽
し
い
調
理
実
習
】

日
時
＝
３
月
１
日
�
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
２
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

【
対
象
】

市
内
に
在
住
す
る
３０
〜
４０

歳
代
の
人

【
定
員
】

４０
人

【
参
加
費
】

無
料

【
し
め
き
り
】

２
月
２１
日
�
。
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り

ま
す当

日
は
託
児
が
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
申
込

時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
健

康
推
進
課
（
�
６４
・
１
３
３

こ
と
ば
の
世
界
の

講
演
会
開
き
ま
す

言
語
交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

「
七
カ
国
語
を
話
す
、
日
常

が
あ
る
。」（
後
援
＝
市
な
ど
）

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
▼
２
月
２５
日
�
午

前
１１
時
〜
午
後
１
時
▼
２
月

２６
日
�
午
前
１０
時
〜
正
午
と

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
＝
▼
２５
日
…
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
▼
２６
日
…
中
部

住
民
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
講
演
会

な
ぜ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

ば
が
同
時
に
身
に
つ
く
の

か
。
そ
こ
か
ら
、
ど
ん
な
世

界
が
広
が
っ
て
い
く
の
か
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

ひ
き
こ
も
り
を

理
解
し
よ
う

特
定
非
営
利
活
動
法
人
京

都
南
部
の
精
神
保
健
福
祉
を

す
す
め
る
会
か
わ
せ
み
は
、

精
神
保
健
福
祉
講
演
会
（
後

援
＝
市
な
ど
）を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
４
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ーテ

ー
マ
＝
「
子
ど
も
の
心

に
寄
り
添
っ
て
〜
ひ
き
こ
も

り
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
、

心
の
受
け
と
め
を
〜
」

講
師
＝
京
都
文
教
大
学
臨

床
心
理
学
科
助
教
授
の
吉
村

夕
里
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
ふ
く
ろ
う
共

働
作
業
所
（
�
、
�
６５
・
０

１
８
４
）

自
然
観
察
会

淀
川
管
内
河
川
レ
ン
ジ

ャ
ー
は
、「
木
津
川
河
川
敷

自
然
観
察
会
」（
後
援
＝
国

土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備

局
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
５
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
２
時

集
合
場
所
・
時
間
＝
近
鉄

ゆ
ず
り
ま
す

①
室
内
用
す
べ
り
台
（
３

歳
児
ま
で
用
）
②
手
押
し
車

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

①
電
動
式
ミ
シ
ン
②
ホ
ー

ム
ご
た
つ（
正
方
形
４
人
用
）

受
付
開
始
日
時
＝
２
月
２０

日
�
午
前
８
時
３０
分

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課（
�
６４
・
１
３
６
０
）

医療費の自己負担額が高額になった時、申請をして認められると、
下表の限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
申請に必要なもの＝領収書、保険証、印鑑、振込先金融機関（郵便
局を除きます）・口座番号・口座名義人のわかるもの
申請・問合せ先＝国保年金課（�63・1122）

こ
れ
ま
で
、
身
体
障
害
と
知
的
障

害
・
精
神
障
害
と
い
っ
た
障
害
の
種

類
や
年
齢
で
受
け
ら
れ
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
で
は
、

ど
の
障
害
の
人
も
共
通
の
サ
ー
ビ
ス

を
地
域
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
と
も
に
、
自
己
負
担
の
仕
組
み
が

変
わ
り
ま
す
。

改
革
の
ポ
イ
ン
ト

①
障
害
の
あ
る
人
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
障
害
種
別
に
関
わ
ら
ず
「
共
通
」

に
す
る

②
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
障
害

者
を
サ
ポ
ー
ト
し
「
働
け
る
環
境
」

を
整
備
す
る

③
地
域
の
限
ら
れ
た
社
会
資
源
を

活
用
で
き
る
よ
う
「
規
制
緩
和
」
を

積
極
的
に
行
う

④
障
害
程
度
区
分
の
認
定
に
際

し
、
介
護
保
険
制
度
と
同
様
に
審
査

会
で
の
審
査
を
経
る
こ
と
な
ど
、

「
公
正
か
つ
公
平
な
支
給
決

定
」
を
行
う

⑤
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

に
対
し
て
原
則
１
割
の
負

担
（
所
得
等
に
応
じ
適
切

に
負
担
上
限
の
設
定
）
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
持

続
可
能
な
制
度
運
営
を
行

う
こ
の
ほ
か
、
相
談
支
援

事
業
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
障
害
者
が
相
談
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
も
行
っ

て
い
き
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

地
域
生
活
支
援
事
業

サ
ー
ビ
ス
は
上
表
の
と

お
り
、
個
々
の
障
害
の
あ

る
人
の
障
害
程
度
な
ど
を

ふ
ま
え
、
個
別
に
支
給
決

定
が
行
わ
れ
る
「
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
市
町

村
の
創
意
工
夫
で
利
用
者

の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に

行
う
「
地
域
生
活
支
援
事

業
」
と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
介
護
の
支
援
を
受
け

る
場
合
に
は
「
介
護
給
付
」、

訓
練
等
の
支
援
を
受
け
る

場
合
は
「
訓
練
等
給
付
」

に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
利
用
の
過
程
が
異
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
次
号
で
説
明
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
２
）

〜
３
月
２４
日
�

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）

か
っ
た
「
こ
と
ば
の
世
界
」

を
一
緒
に
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

参
加
費
＝
無
料

当
日
は
、
無
料
で
託
児
が

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
言
語

交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
０
１
２
０
・
５
５
７
・

７
６
１
）

５
）

宮
津
駅
・
午
前
９
時

内
容
＝
木
津
川
の
河
川
敷

で
野
鳥
の
観
察
を
中
心
と
し

た
自
然
観
察
会

定
員
＝
５０
人

参
加
費
＝
無
料

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
淀
川

河
川
事
務
所
木
津
川
出
張
所

（
�
６２
・
０
０
７
５
）

シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト

就
業
準
備
セ
ミ
ナ
ー

日
時
＝
３
月
１１
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

場
所
＝
府
立
総
合
社
会
福

祉
会
館
（
京
都
市
）

サービス体系の移行�

◇障害福祉サービス�
介護給付�

◇地域生活支援事業�
　○相談支援事業等�
　○コミュニケーション支援事業�
　○日常生活用具給付事業�
　○移動支援事業�
　○地域活動支援センター事業等�
　○その他�

※（身）…身体障害者�
　（知）…知的障害者�
　（児）…障害児�
　（精）…精神障害者�
�
新制度への移行時期は、各種サービス�
に応じて異なりますのでご注意ください。�

�
訓練等給付�

○居宅サービス�
　ホームヘルプ（身・知・児・精）�
　デイサービス（身・知・児・精）�
　短期入所（身・知・児・精）�
　グループホーム（知・精）�

○施設サービス�
　療護施設（身）更生施設（身・知）�
　授産施設（身・知）通勤寮（知）�
　生活訓練施設（精）�
　重度心身障害児施設（児）ほか�

・日常生活用具給付事業�
・訪問入浴事業�
・ホームヘルプ事業のうちのガイド�
　ヘルプ事業の一部�
・リフトカー運行事業　ほか�

小規模作業所　ほか�

・手話通訳派遣事業�
・要約筆記奉仕員の派遣�
・相談業務　ほか�

現　行� 移行後�

短期入所�
療養介護�

児童デイサービス�

施設入所支援�
生活介護�

重度障害者等�
包括支援�

重度訪問介護�

ホームヘルプ�

ケアホーム�

行動援護�
外出時に著しく行動障害を伴う（知
）・（精）・（児）に外出支援を行う�

常時介護が必要な肢体不自由な人に
自宅で食事介護などをを行う�

共同生活を行う住居での生活支援�

介護の必要性が高い人に居宅介護な
ど複数のサービスを包括的に行う�

自宅で入浴などの介助�

施設入所者への入浴などの支援�
常時介護の必要な人の生活支援�

（児）に対し日常生活動作の指導を行う�
一時的に施設に入所し支援を行う�
医療行為を伴う人の支援�

就労継続支援�
（雇用型・�
　非雇用型）�

自立訓練�
（機能訓練・�
　生活訓練）�

グループ�
ホーム�

就労移行�
支援�

一般企業での就労に
困難な人に働く場の
提供と能力の向上を
行う�

自立した日常生活ま
たは社会生活ができ
るよう、身体機能な
どの訓練を行う�

夜間や休日に共同生
活を行う住居で、相
談や日常生活上の援
助を行う�

一般企業への就労に
向けた能力の向上に
必要な訓練を行う�

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

申
込
受
付
は
２８
日
〜
３
月
２
日

医療費が高額になったとき

国保加入者 限度額超過分が支給

シ
リ
ー
ズ
①

シ
リ
ー
ズ
①�

シ
リ
ー
ズ
①�

か
わ
り
ま
す
！
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス�

か
わ
り
ま
す
！
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス�

障害者自立
支援法施行

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、

障
害
の
あ
る
人
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す
。
今
回
か
ら
３

回
に
わ
た
り
、
具
体
的
に
制
度
の
変
更
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、
初
回
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
制
度
で
サ
ー
ビ
ス
共
通
に

対
象
＝
▼
シ
ン
グ
ル
ペ
ア

レ
ン
ト
に
な
っ
た
ば
か
り
で

何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
人
▼
今
後
シ
ン
グ
ル
ペ
ア

レ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
人

内
容
＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト

何
か
ら
ど
う
始
め
る
？
」

定
員
＝
３０
人
（
先
着
順
）

参
加
費
＝
無
料

当
日
は
、
無
料
で
保
育

ル
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し

込
む
か
、
市
役
所
・
区
役

所
・
保
健
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
備
え
付
け
の
案
内
チ
ラ

シ
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
都

府
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
（
〒
６
０
４
・
０
８

７
４
京
都
市
中
京
区
竹
屋
町

通
烏
丸
東
入
る
清
水
町
３
７

５
府
立
総
合
福
祉
会
館
内
、

�
０
７
５
・
２
５
２
・
６
０

１
０
、
�
０
７
５
・
２
５

２
・
６
３
１
２
）

地
域
の
助
け
あ
い

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

市
は
、
み
な
さ
ん
が
進
ん

で
参
加
で
き
る
地
域
活
動
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
た
だ
こ

う
と
、
地
域
福
祉
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

地
域
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が

福
祉
の
主
役
と
な
り
支
え
あ

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。こ

れ
か
ら
の
“
地
域
の
助

け
あ
い
・
支
え
あ
い
”
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

当
日
は
、
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
１２
日
�
午
後

２
時
か
ら

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ーテ

ー
マ
＝
「
新
し
い
福
祉

社
会
は
市
民
の
手
で
」

講
師
＝
伊
勢
志
摩
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
理

事
長
（
元
鳥
羽
水
族
館
副
館

長
）
の
中
村
元
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

技
能
修
得
に

資
金
を
支
給

府
は
、
経
済
的
な
理
由
で

技
能
修
得
が
困
難
な
家
庭

で
、
専
門
学
校
な
ど
の
施
設

で
技
能
を
修
得
す
る
子
ど
も

に
対
し
、
資
金
を
支
給
し
ま

す
。対

象
者
＝
３
月
に
中
・
高

等
学
校
を
卒
業
見
込
み
で
低

所
得
世
帯
の
人

対
象
施
設
＝
技
能
修
得
期

間
が
１
年
以
上
で
、
授
業
時

間
が
週
１８
時
間
以
上
あ
る
施

設
申
請
時
期
＝
第
１
次
申
請

…
３
月
１７
日
�

申
請
・
問
合
せ
先
＝
山
城

北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
�

６３
・
５
７
４
７
）

福
祉
用
具
貸
与
の

自
己
負
担
を
助
成

市
は
、
介
護
保
険
に
よ
る

福
祉
用
具
（
車
い
す
、
歩
行

器
お
よ
び
歩
行
補
助
杖
）
の

貸
与
を
受
け
た
人
が
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
ち
、か
つ
、

一
定
程
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
時
は
、
介
護
保
険
制
度
に

よ
る
自
己
負
担
額
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

ジュニアリーダー研修会
日時＝3月4日�午後1時

30分～３時30分
場所＝中部住民センター
内容＝「みんなで楽しむ

スポーツ」▼ドッヂビー▼
3ｏｎ3
対象＝市内に在住する小

学校４年生から中学生まで
と市地域子ども会指導員
定員＝50人
参加費＝無料
しめきり＝2月24日�
申込・問合せ先＝中央公

民館（�62-2552、�62-2519）



平成18年（2006年）2月15日 ＜ 4  ＞

男  29，768人（0）�

平成18年2月1日現在　（　）は前月との比較�

市の人口�市の人口�

女  30，956人（-12）�
合計  60，724人（-12）�

世帯数  22，886世帯（+19）�

お
　
知
　
ら
　
せ�

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた
本も、移動図書館で返すことができます。�
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。�
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。�

南山東�
高　木�
興　戸�

3:40～4:10
4:20～4:50興戸公民館西200m

松　井�

宮ノ口�

健康村�

江　津�
出垣内�

3:00～3:30
3:40～4:10

打　田� 4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

3:40～4:10

3:00～3:30

3:00～3:30

多々羅公民館西側�

健康村公民館前�

打田公民館前�
松井里ケ市公園東50m

3:00～3:30

高船農産加工センター前�
天王バス停前�

南山公園�

三山木幼稚園横�

高木公民館前�

宮ノ口白山公園�
江津公民館前�

高　船�

飯　岡�
山　本�
水　取�

多々羅�
普賢寺公民館前�

天　王�

水取公民館前�
山本出荷場精米所前�

新興戸公民館北50m新興戸�
飯岡バス停�

普賢寺�

2�
16�
�

9�
23

4:20～4:50

8�
22

巡回日�

14�
28

1�
15�
�

7�
17��

3:00～3:30
3:40～4:10

巡回時間�地区名� 駐 車 場 所 �

火
　
曜
　
日�

木
　
曜
　
日�

水
　
曜
　
日�

曜日�

3月の移動図書館『かんなび号』巡回表�

「
鉄
道
遺
産
」
と
は
、
国

鉄
時
代
さ
ら
に
明
治
時
代
か

ら
の
施
設
・
設
備
・
車
両
な

ど
で
、
今
で
も
使
用
さ
れ
て

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

新しい本の紹介�新しい本の紹介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

新しい本の紹介�

中央図書館＝�65－2500

い
た
り
、
ま
た
は
鉄
道
員
や

地
元
の
人
た
ち
に
よ
り
大
切

に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い

い
ま
す
。
駅
員
さ
ん
が
安
全

の
た
め
に
手
渡
す
リ
ン
グ

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
・
赤
帽
さ

「
ニ
ッ
ポ
ン
鉄
道
遺
産
を

旅
す
る
」

斉
木
実
・
米
屋
浩
二

／
著

交
通
新
聞
社
／
発
行

４
月
２９
日

記
念
植
樹
し
ま
せ
ん
か

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

昨年の市民記念植樹祭の様子

市
は
、
市
民
記
念
植
樹
祭

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
２９
日
（
み
ど

り
の
日
）
午
前
１０
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
公
園
花
見
山

植
樹
樹
木
＝
紅
梅

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

人
で
、
平
成
１７
年
度
に
誕

生
・
入
学
・
成
人
・
結
婚
・

銀
婚
・
金
婚
・
還
暦
・
喜

寿
・
米
寿
の
い
ず
れ
か
が
あ

る
人
。

た
だ
し
、
前
回
申
し
込
み

し
て
い
な
い
平
成
１７
年
３
月

分
の
誕
生
と
結
婚
は
、
受
け

付
け
ま
す
。

１
慶
事
に
つ
き
１
申
し
込

み
で
す
。

定
員
＝
１５
組

申
し
込
み
者
が
多
数
の
時

は
、
３
月
２４
日
�
に
市
役
所

で
開
く
公
開
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。

参
加
費
＝
３
千
円

申
込
方
法
＝
都
市
整
備
課

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
３
月
１
日
�

〜
１７
日
�
。
た
だ
し
、
土
・

日
曜
日
を
除
き
ま
す

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
都
市

整
備
課（
�
６４
・
１
３
４
６
）

市
と
府
山
城
北
保
健
所

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健

康
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

市
内
に
在
住
す
る
（
山
城

北
保
健
所
実
施
分
は
府
内
に

在
住
）
原
則
３０
歳
以
上
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
過
去
に
ア
ス
ベ
ス
ト
関

連
事
業
所
で
働
い
て
い
た
人

②
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
商
品

な
ど
を
扱
う
自
営
業
の
人

③
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
業
種

で
働
く
人
の
家
族

④
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業

所
の
周
辺
に
住
ん
で
い
る
ま

た
は
住
ん
で
い
た
人

【
内
容
】

問
診
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線

直
接
撮
影
検
査

【
料
金
】

無
料

【
山
城
北
保
健
所
実
施
分
】

日
時
・
場
所
＝
▼
２
月
２１

日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
・
綴
喜
分
室
▼
３
月
１

日
�
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分
・
山
城
北
保
健
所
▼
３

月
１４
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分
・
綴
喜
分
室

予
約
が
必
要
で
す
。ま
た
、

こ
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
場

合
は
、
平
成
１８
年
３
月
中
は

府
内
の
他
の
保
健
所
で
も
受

診
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
山
城

北
保
健
所
（
�
２１
・
２
１
９

市は、平成18年度の「広報きょうたなべ」
広告掲載業者を募集します。
広告の規格＝縦6.7センチ×横4.4センチ、
モノクロ
掲載料（1回）＝1万円
募集コマ数＝�1日付け号…30コマ�15日
付け号…10コマ
発行回数＝�1日付け号…12回（毎月）�
15日付け号…10回（8・1月を除く毎月）
配布数＝約2万2千部
申込方法＝広報広聴課に備え付けまた
は 、 本 市 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.kyotanabe.jp/)からダウンロー
ドした申込書に必要事項を書いて、掲載を希
望する広告の原稿と一緒に申し込んでくださ
い。
いずれの号も先着順で受け付けます。
掲載は、規定に基づき内容・デザインなど
を審査の上、決定します。
受付開始日＝2月20日�
申込・問合せ先＝広報広聴課（�64・1320）

広報紙に広告を！

20日から先着順で

集
合
場
所
＝
近
鉄
興
戸
駅

内
容
＝
興
戸
駅
〜
飯
岡
古

墳
群
〜
穴
山
梅
雪
墓
〜
寿
宝

寺
〜
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ

ャ
ン
パ
ス
（
伝
、
筒
城
宮
跡
）

〜
南
山
義
塾
跡
〜
興
戸
駅

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
診
断

関
連
業
種
で
働
く
人
の
家
族
な
ど

２
）【市

実
施
分
】

期
間
＝
平
成
１８
年
３
月
３１

日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

場
所
＝
南
京
都
病
院
（
城

陽
市
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康

推
進
課（
�
６４
・
１
３
３
５
）

秋のイベントでの�
みなさんの笑顔を�
紹介します�

ポケット�
　カメラ�

ポケット�
　カメラ�
ポケット�
　カメラ�

まちのようす�
を紹介します。�

茶
香
服
で
銘
柄
当
て
楽
し
む

特
産
の
茶
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
茶
の
銘
柄
を
当
て
る
新

春
茶
香
服
大
会
が
２
月
５
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
約
１
３
０
人
は
、
５
種

類
の
お
茶
を
飲
み
銘
柄
を
当
て
て
い
く
方

法
で
５
回
繰
り
返
し
、
茶
の
味
を
飲
み
分

け
楽
し
み
ま
し
た
（
＝
写
真
㊨
）。

木津川沿いを疾走
晴れ渡る空のもと、2月5日に京
都木津川マラソン大会が行われ、
たくさんのマラソン愛好家が完走
や記録を目指して走りました。
同大会には、北は北海道から南
は沖縄まで、全国各地から約3600
人が参加。時間に制限のないフル
マラソンという特徴もあり、80歳
以上の人の参加もありました。ラ
ンナーは沿道の応援を背に木津川
河川敷を駆けていきました（＝写
真㊧）。

３
月
１１
日
史
跡
探
訪

文
化
財
な
ど
巡
る

文
化
協
会
は
、
史
跡
探
訪

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
１１
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

行
）

草
内
地
区
の
民
生
児
童
委
員
の
み
な
さ

ん
が
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

昨
年
、

同
地
区
は

高
齢
者
の

交
通
事
故

防
止
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
田
辺
警
察
署

か
ら
「
シ
ル
バ
ー
サ
ポ
ー
ト
エ
リ
ア
」
に

指
定
。
そ
の
指
定
を
受
け
、
ポ
ス
タ
ー
作

り
や
反
射

材
の
配
布

な
ど
の
活

動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
自
転
車
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
製
。
同
エ
リ
ア
活
動
委
員

リ
ー
ダ
ー
の
一
人
、
岡
嶋
利
朗
さ
ん
（
＝

写
真
）
は
、「
自
転
車
に
も
罰
則
が
あ
る

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
事
故
が
少
な
く
な
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

交通事故防止へポスター製作�

草
内
地
区
の
民
生
児
童
委
員�

交
通
事
故
防
止
へ
ポ
ス
タ
ー
製
作

交
通
事
故
防
止
へ
ポ
ス
タ
ー
製
作�
交
通
事
故
防
止
へ
ポ
ス
タ
ー
製
作�

(

解
散)持

ち
物
＝
弁
当
・
お
茶
・

雨
具参

加
費
＝
無
料

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
文
化
協
会

（
中
央
公
民
館
内
、
�
６２
・

２
５
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ん
・
開
く
窓
・
駅
弁
の
立
ち

売
り
・
・
・
。こ
の
本
で
は
、

今
な
お
生
き
続
け
て
い
る
懐

か
し
い
鉄
道
情
景
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
小

さ
な
旅
に
出
て
み
た
く
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。


